
汚染水処理に伴う二次廃棄物の処理・処分技術の開発及び
放射性廃棄物処理・処分技術の開発における

原子力機構の取組について
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日本原子力研究開発機構
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検討状況の紹介（汚染水処理に伴う二次廃棄物の処理・処分技術の開発）

○廃ゼオライト・スラッジ等の性状調査
⇒長期保管方策検討や処理・処分技術の開発に必要となる廃ゼオライト、スラッジ等の物性情報を取得

○長期保管方策の検討

⇒汚染水処理に伴う二次廃棄物を処理・処分技術の確立まで安定に保管するため、水素発生、発熱及び腐食等、長
期保管に向けた対策を検討
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C-C断面
（水出口管を含む）

水出口管水入口管

ベント管、水入口管/出口管は大気開放

シールド容器

� 水出口管から空気が流入し、水入口管
から水素が排出

⇒ 容器内水素濃度は1.3%以下に静定
（水素の爆発下限界４％以下）

� 水入口管及び水出口管の開放が水素
濃度低減に有効。

調製した模擬スラッジ 熱分解により減容さ
れた模擬スラッジ

� 模擬スラッジの約8割は水分で
あり、最終的に約1/10の質量
に低減可能
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Weight fraction of water, wwater

海水＋ゼオライト

純水＋ゼオライト

wwater = 水重量 / （水重量+モルデナイト重量）

� 海水では純水より大きな水素発生
収量 G(H2) を観測

� 水素発生抑制対策
� 水分割合が40%以上⇒塩分除去
� 水分割合が40%以下⇒脱水
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放射性廃棄物処理・処分開発等 推進体制

日本原子力研究開発機構

高レベル放射性物質研究施設

・廃棄物特性評価試験
・放射能分析

再処理技術開発センター
分析施設

第４研究棟

・放射能分析 ・廃棄物特性評価試験
・放射能分析

東京電力（株）

�福島第一原子力発電所で
発生する廃棄物に関する
各種の情報、等

国内関連機関
（日本原燃（株）、電中研、原環セン
タ 等）

情報共有
協力

東海研究開発センター
（原子力科学研究所・核燃料サイクル工学研究所）

・放射能分析

水素製造試験施設

・廃棄物からの水素発生評価
・水素拡散解析

60Co第1照射棟

・γ線照射試験

高崎量子応用研究所 大洗研究開発センター

�廃棄物処理・処分、放射能分析、流体工学、等多くの分野の研究者・技
術者が連携

�機構内の試験研究施設を用いて研究開発を実施

ター、等）

メーカ各社

�技術情報・ノウハウ

海外研究機関等

�環境回復技術等に関する
研究成果

情報共有
協力

情報交換
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